
➢ ミャンマー人にとって馴染みがあり、かつ児童の発達段階に応じた活動の提供や、課題をうまく達成出来ない児童への対応方法等の指導書へ
の記載により、これまで体育の授業を行ったことがない教師でも指導が出来るようなった。

➢ 現職教員向け新カリキュラム導入研修の実施教員研修に体育のデモンストレーション演習を含めることで、これまで体育の授業を行ったことが
なく、また自身も小学生の頃に体育の授業を経験していない教師の指導能力が向上した。

❶スポーツへのアクセス向上～ソフトインフラ～ ❺心身ともに健全な人材育成～教育～

カンボジア「中学校体育科教育指導書作成支援・普及プロジェクト」 2017年１月～２０２０年９月

写真

スヴァイリエン州バサック中学校マット運動の授業

背景/課題

カンボジアではポルポト政権下で教育関係者が虐殺され、教育文書は残ってはいない。その影響か
ら、現在でも中学校体育科教育の整備が遅れている。そのような状況の中、2006年～2016年に
は小学校体育科教育に対する協力を行い、大きなインパクトを残した。

目的

➢ 中学校体育科教育において学習指導要領および指導書に基づき、新しい体育科教育を普及す
る基礎が確立される。

➢ 学校体育・スポーツ局（DPESS）と国立体育・スポーツ研究所（NIPES）が中学校体育科教育の
中央機関としての体制を確立し、人材育成を行う。

➢ モデル州・モデル校の関係者が新しい体育科教育を適切に実施できる能力を習得する。

活動内容

➢ DPESSとNIPESへ本邦研修、組織図の作成等を実施
➢ 対象校でのワークショップやモニタリングを通してモデル校での体育授業を実施

成果

➢ 「態度・知識・技能・協調性」が学べる新しい体育科教育を普及する基礎が確立した。
➢ モデル州・モデル校の関係者が新しい体育科教育を適切に実施できる能力を習得した。
➢ 指導書作成、指導書活用のワークショップの開催、教育省への提言により、全国共通の体育授業プログラムが確立した。
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